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計 17 100 17 100
備　　考 第3回調査全欠2人 第2回調査全欠1人第3回調査全欠1人
第14表　　第1回と第3回調査の喫食率の比較
＼
　＼
　　＼
　　　＼
上った者
下った者
同じ者
男 児
人数（人）1（％）
869臼 50
37．5
12．5
女 児
人数（人）1（％）
049臼1
計 16 …1
　　「
16 100
備　　考 1回調査全欠　2人3回調査全欠　2人
1回調査全欠　1人
3回調査全欠　1人
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自覚も加わって与えられたものを残さず食べようとする積極的な意欲と努力がめざましい進歩を
遂げていることを直観的に受けとめることができた。集団教育と給食指導の重要性もここに存在
するものと考える。またその結果を数量的に取り出すことによって献立計画，調理・配食上の問
題点も明確になり，子供の生理やしこうに即してちみっな配慮やくふうの必要を痛切に感じた。
　ただしこのようなグループの中に，少数ではあるが目立って残食が多く食事時間が長い者と反
対に実によく食べて食事時間の短い者がいるので，目立つ者の中から選んで48年8月には家庭訪
問を51年7月には小学校に給食状況の視察を行ったのでこの概要を次に述べることにする。
　　　2　3回の給食調査で目立っ者の個別調査
　　（1）よく食べて食事時間の短い者
　　・男児　A一整理番号　9
　喫食率の動きは，1．09～1．10～1．00平均1．06，始めからよく食べて速い児である。お代わりも
よくする。行動も敏しょうで積極的である。4歳時の身長は108em，体重は19kg，比体重は17．6
である。父は公務員，母は家事専業，弟1人の4人家族，母は本人に似て小肥りで明朗快活・活
動的な人物である。本人の出生時の体重は3．5kg，丈夫で手が掛らなかった由，混合栄養で離乳
は6か月～12か月，好ききらいは少ない方で，中でも肉類・海草・果物を好み，家庭では，すき
焼・なべ物・カレー等をよく作る。食事時間は大体決めているが，おやつは欲しい時に与えてい
る。食べない時にも余り神経を遣わないで放置するとのことである。51年7月，小学校の給食訪
問の折，本人は在園当時と同じ状態でよく食べて活動的であった。最近は肥り過ぎを気にする傾
向があるとのことであった。
　食事について特別の配慮をしているというよりも，生来健康で食欲も盛んで家庭の生活もこれ
に調和していると言えるようである。
　やや肥り気味で摂取量と消費量のバランスを保つには別の配慮の必要が生じ初めたようにも見
受けられた。
　　・男児　B一整理番号　19
　喫食率の動きは，0．96～1．08～1．00，平均1．01，第2回調査でりんごはよく残したが他のもの
はよく食べている。活動的で元気がよい。4歳時の身長は105cm，体重は17kgで比体重は16．2
である。父は会社員，母は家事専業，妹1人の4人家族，混合栄養で母乳もミルクもよく飲んだ
由，離乳は6か月～1年3か月，御飯を食べても母乳がなかなか離せなかった由。本人の好むも
のはハンバーグ・チキンライス・バナナ等で野菜はあまり好まない。特ににんじん・たまねぎ等
は取り出していた。食事時間やおやつの時間は大体決めているが，食べない時にたしなめる程度
で特別なくふうはしない由。51年7月小学校給食訪問の折は在園当時と同様によく食べて活動的
で小肥りの傾向が見えた。男児Aと同様の感じであった。
　　・女児　A一整理番号　34
　喫食率の動きは，1．00～1．00～1．00，平均1．00，女児は一般に少食で遅いことが男児に比べて
目立つが，女児Aは初めから残さないで良く食べて食事態度も立派である。4歳時の身長は106
cm，体重は15kgで比体重は，14．2である。一見細身に見えるが健康で明朗，なかなかのがんばり
屋である。父は会社員，母は家事専業，兄1人の4人家族，人工栄養で離乳は3か月～1年，好
きなものは，ハンバーグ・焼き鳥・カレー等きらいなものはピーマン・にら等である。食事時間
・おやつの時間は大体決っていて，食べない時には色々くふうをし，おやつは出来るだけ控える
ように配慮している由。家庭は自然環境・家族環境ともに恵まれており，母の育児態度も無理が
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なく本人の能力を自然に伸ばすための配慮がなされているように見受けられた。本人も在園時と
同様にのびのびとして明るい。
　51年7月小学校給食訪問の折には全体から見てやや遅いが，落着いて食べ残食がなかった。在
園の頃よりやや控え目の感じを受けた。
　以上全体から見て良く食べ喫食状況良好と考えられた園児について個別調査を行ったが特にそ
のための原因を明確にはあくすることは難しかった。生来健康であり家庭生活も安定していて，
よいリズムで生活が営まれているものと見受けられた。
　　（2）少食で残食が目立ち，しかも食事時間の長い者
　　・男児　AL整理番号　8
　喫食率は，0．95～0．80～0．95，平均0．90である。喫食率から見るともっと悪い者もいるが，長
期の欠席その他の事情で個別調査が困難であったので彼を選んだが，彼は男児の中では少食で遅
いグループに属している。4歳時の身長は104em，体重は15kg，比体重は14．4で細身に見える。
父は医師，母は家事専業，妹1人の4人家族である。人工栄養であるが，ミルクぎらいがひどく
て苦労をし，離乳は4か月から相当長期にわたった由，本人の好むものは，カレーライス・えび
の刺身・スパゲッティー等できらいのものはたけのこ・あん・もち等，食事時間やおやつの時間
も決めており，献立も前もって立て，食べない時には本人のために調理法のくふうをしている
由。性格は優しく思いやりがあるが気が弱く神経質であるとのことである。51年7月小学校給食
訪問時の観察では，学級の中では小柄であるが明朗活発，遅いけれども全部食べた。学級担任の
話では喫食状況は普通で目立つ問題はないとのことであった。
　　・女児　AL整理番号　21
　喫食率は，0．92～0．59～0．96，平均0．82，女児は男児に比べて少食で遅いがその中でも目立つ
方である。4歳時の身長は101em，体重は14kgrで比体重は13．9で小柄で細い。父は会社員，母は
家事専業，弟1人の4人家族，未熟児で混合栄養，離乳は5か月～1年7か月少食の傾向はその
頃からである。本人の好むものは果物・めん類・肉・魚できらいなものは酢のもの，食事時間は
大体決っている。おやつは欲しい時に与えている。食べない時はたしなめながら調理法をくふう
し，1回の量が少ないので回数を多くして与えるくふうをして来た由。家庭は自然環境・家族環
境ともに恵まれており，本人も少食ながら健康上の問題はない。出生時，未熟児として扱われ，
育児態度が消極的になった状態から抜け切らないという感じであった。なお母親は本人同様小柄
で細身の方であった。小学校給食訪問では学級の中で小柄ではあるが健康そう，静かで行儀のよ
い態度で好感が持たれた。当日も食事は遅くパンを少し残した。未熟児であることの原因とその
ための扱いが現在にも影響しているものと考察された。
　　・女児　BL整理番号　26
　喫食率の動きは，0．86～0．73～0．70，平均0．76で最も低く特に1回ごとに低下しているのはこ
の園児一人である。4歳時の身長は105em，体重は16kg，比体重は15．2で筋肉が締って均せいの取
れた体格である。生活態度は落着いてしっかりしており，喫食に対する意欲も充分認められるが
結果からは残食・遅食が見立つ。父は医師，母は家事専業で兄1人の4人家族，母乳栄養で母乳し
か飲まず，母乳の分泌がよくなかったので太りが悪かった由。離乳は4か月～1年，本人の好む
ものは，魚・野菜・のりのつくだ煮，きらいなものは肉類。食事及びおやつの時間は決っている。
無理に食べさせないで本人の自発性にまち，牛乳と卵は努めて食べさせるよう心掛けている由。
家庭は自然環境・家族環境ともによく，子供部屋にはマット運動等の運動用具を備えて本人及び
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兄の健康増進に留意している。育児態度は子供の自発性を促す努力が見られて見事であった。母
親の体格は本人に似て小柄で細いが健康そうに見受けられた。小学校の給食訪問の折には，在園
の頃と同じで少食で遅いが落着いてしっかりした感じであった。学級担任の話では，普段はあま
り残さないし健康上問題は認められないとのことであった。
　　。女児　CL整理番号　33
　喫食率の動きは，0．90～0．88～0．88，平均0．89，喫食率から見ると普通であるが，食事態度に
むらがあり，食事時間が長く，問題を持ちそうな感じの園児である。4歳時の身長は106km，体重
15kg，比体重14．2，身長は高い方であるが細く神経質に見える。父は会社員，母は家事専業で兄
1人の4人家族。母乳栄養であるが生後2か月頃から母乳を余り飲まなくなったので医師からの
薬の服用によって飲ませて来たが，薬が切れると飲み方が悪く，たいへん苦労された由。離乳は
5か月～1年1か月，食欲がなくて困ったが，幼稚園に行くようになって食欲が出たと喜んでい
る。母親の見た本人の性格は陽気でよく気がつくが勝気でわがままであるとのこと。3回の調査
でもこのことが観察された。本人の好むものは牛乳・肉・果物類，きらいなものはグレープフル
ーヅ，甘い菓子とのことである。食事及びおやつの時間は大体決めているとのことである。小学
校給食訪問では在園時と同様全体から見て食事量は少なく遅い。学級担任の話では体は細いがバ
レーや水泳教室に通っていて最近は割合によく食べているし，健康上にも問題は認められないと
のことであった。
　以上3回の給食調査を通して，少食遅食の目立つ者について個別調査を実施してみたが，未熟
児，ミルクぎらい，母乳不足，食欲不振等の問題を出生時又は乳児期に持った者が多く，在園当
時の面影を現在の小学校2年生まで持ち続けているとはいえ，漸進的に向上をして大した支障も
なく成長している様子を観て，筆者が思う程神経質に心配をする必要はなく，子供自らの生命力
を信じその力を伸ばすように努力することの必要を痛感した次第である。又当園児には健康上か
らも家庭環境の上からも恵まれた者が多く問題点が少ないとも感じられた。
　　（3）個別調査の対象児と同一小学校に在籍した給食調査対象児について
　なお給食調査では目立って問題は認められなかったが，小学校給食訪問の際，前記の対象児と
同じ学校に在籍した調査対象児について，在園当時との比較が出来たので次に概略を記したい。
　　・男児　A”’一整理番号　2
　喫食率は，0．94～0．86～1．00，平均0．93，全体から見て普通であるが，最近よく食べるように
なった。4歳時の身長は107em，体重は18kg，比体重は16．8，大きい方で明朗活発である。父は
設計士，母は家事専業で兄1人弟1人の5人家族。人工栄養で離乳は1年7か月，好きなものは
果物・カレー・甘い菓子類。きらいなものは肉・野菜・塩辛いもの，歯ごたえのあるもの（歯が
悪い）等。　3人の子供を中心に食事計画を立て，お菓子その他も手作りを心掛けているとのこ
と。食べない時にはたしなめる他調理法にもくふうをして来た由。小学校訪問ではすっかり大人
らしくなって元気であつた。喫食状況も在園当時と同じ様に良好であった。
　　・男児　B”L整理番号　4
　喫食率は，0．98～1．00～0．98，平均0．99，全体の中では食べる方で元気がよい。4歳時の身長
は106em，体重は18んg，比体重は17．1，大きい方で元気がよい。父は医師，母も同業である。兄
1人の4人家族。早産児で未熟児であったが少量ずつ回数多く与えた由。人工栄養で離乳は7か
月～1年1か月，牛乳を水の代りに良く飲んだ由。好きなものはみそしる・果物・チョコレー1
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等きらいなものはこんにゃく・葉菜類・脂肉等であるが調理法によってはよく食べることもある
由。概して1回の食事量が少なく食事間隔が短い。小学校給食訪問ではクラスの中でも元気がよ
く食べ方も速い。当日は食事当番であったが活動的でよく動く。在園当時と余り変らない感じで
あつた。
　　・男児　C”L整理番号　15
　喫食率の動きは，1．17～0．75～1．00，平均0．97，第2回の調査ではりんご・パンを残したが概
して良く食べて速い方である。第1回では良くお代りもした。4歳時の身長は105em，体重は16
kg，比体重は15．2で均せいの取れた体格に見えた。父は理容業，母は家事専業で姉2人の5人家
族。人工栄養で離乳は5か月～1年8か月，本人の好むものは魚・野菜・ジュース等きらいなも
のは特にないが一つのものだけを食べる癖がある。小学校給食訪問時には小さい方であるが動き
が敏しょうで良く食べていた。学級担任の話では，割合にむらがあって食べる時と食べない時が
あるとのことであった。
　　・女児　A”L整理番号　28
　喫食率の動きは，0．8～0．75～1．00，平均0．84，初めは良く残す方であったが次第に良く食べ
るようになった。4歳時の身長は103em，体重は18kg，比体重は17．5，がっちりとした体格であ
る。父母共に教師で姉1人の4人家族。人工栄養で離乳は5か月～1年3か月，本人の好むもの
は，茶わん蒸し・めん類・シチュー等，きらいなものは，にんじん・ねぎ・浸し物等，食べない
時はたしなめると同時に調理法のくふうをしている。小学校給食訪問時には，他の児童に比べて
がっちりしていて態度も落着いて立派であった。在園当時よりは更に大人らしく成長をした感じ
であった。
　　　3　給食調査・アンケート調査・訪問調査を総合しての考察
　以上3回の給食調査及びアンケート調査・訪問調査を総合すると次に要約できる。
　　（1）少食・遅食の目立つ者
　①出生時及び乳児期・離乳期に早産・未熱児・ミルクぎらい・食欲不振等の問題を持ってい
る。
　②そのために育児態度が消極的になり，なかなかその習慣から脱出が出来ない。
　③母親も本人に似て小柄で細い体格である。
　④グループの中では目につくが本人自体には余り健康上に問題がなく，それなりに成長を遂
げている。
　　（2）よく食べ速く食べる者
　①　生れつき丈夫で手が掛らない。
　②前者に比べて特別のくふうが見られない。
　③　母親もよく食べて肥満の傾向さえ見受けられる。
　　（3）給食調査の結果
　①4歳児から5歳児の1年間の進歩が顕著である。発達の時期と園における立場の自覚がそ
の原因と考えられる。
　②　食品及び調理の組合せ，分量，味付け，盛付け，食事環境に敏感で，喫食結果に大きく影
響し，このことは年令が少ない程深い関係を持つ。
　③　家庭生活のリズムと園の生活のリズムとのかかわり合いは一層重要であろうと考えるがこ
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のことについては，このたびは取り上げることが出来なかったので次の課題として残したい。
　　（4）家庭訪問の結果
　①親は子供の鏡といわれるように実によく似ていることの再認識をした。
　②どの家庭も自然環境・家族環境ともに恵まれている。又健康上にも大した問題は見当らな
かった。
　　（5）小学校の給食訪問
　①　一人一人が在園当時と同じ感じで成長している。天性・個性の根強さの再認識をした。
　②　近代的給食施設の完備と給食組織が整備されている。
　③　給食献立は市の標準献立によって実施されている。既製食品やおやつが比較的多いように
感じた。しこうは年令・時代によって変化するものであろうが，日本人のしこう教育はどうあれ
ばよいかという観点から献立作成について改めて検討する必要があると考えた。このことは次の
課題としたい。
　④食事指導については学校差があるように見受けられた。心身の豊かな成長に深いかかわり
を持つ食事指導については，学校教育の中に正しく位置付けされることが，低学年程重要である
と感じた。
　⑤約20分の昼食時間は短か過ぎるのではないだろうか。
　　　4　保育園及び幼児生活団訪問その他
　他の保育園等の給食状況を伺いこれまで給食に対する考察を検討したいと考えた。
　　A　保育園について
　民家の密集した下町で自然的環境・文化的環境は決して恵まれているとは言えない。
　中はよく整美されて園内は活気にあふれている。園児ははつらつと元気がよく先生方も子供を
相手にいきいきとした感じである。この園の給食に対する方針は
　①　出されたものは残さないで決められた時間内に食べる。
　②　スプーンを用いないで「はし」を右手で使うようにする。49年7月と2年後の51年7月と
2度伺ったが，その方針は守られよく実施されていた。筆者にとっては全く驚きであった。
　この道20数年のベテラン園長さんは食事指導を園の教育の中心に位置付けておられるように見
受けられた。又先生方はこの方針に自発的に参加しておられるように見受けられた。新しい園児
が入園して約3か月を経過している訪問の時期に，最年少組の1～2名以外にはこの園の方針は
実に徹底していた。それまでには父母の理解と協力体制の確立。一入一人の園児の観察と処置。
家庭の生活リズムと園の生活リズムの調整。給食分量の個人差に対する配慮等並々ならぬ熱意と
努力の成果のように伺えた。この園の給食献立は市の標準献立によるものであるが，献立や食品
への理解を深めるための家庭への連絡等行届いていた。この園に併設されている乳児保育につい
てもこの方針は実を結んでいる。どの園児も安定した表情ではつらつとして行動をしていた。次
の機会が許されるならば入園時から3か月の基礎指導の過程とこの園児が小学校に入学した時点
での細部の調査をさせてもらって，少食と偏食を解決するための新しい道を見い出すことが出来
たらと期待を寄せている。
　　　B　保育園について
　この保育園は自然環境及び文化的環境からはA園とは対照的である。A園程明確な特色を受け
とめることは出来なかったが，この園児の中に，玄米飯を主食として持参する2児を観察するこ
とが出来た。他の園児に比べて筋肉がよく締り，虫歯がなく，かぜに対する抵抗力が強く，園の
副菜を好んで食べるという園児が印象的であった。或機会から玄米食に関心を持ち始めた筆者に
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は新しい課題に取組む意欲を与えられたが，このことについては別の機会に譲りたい。
　　C　幼児生活団について
　51年7月末，幼児の生活指導に熱心に関心を持ち続け，その実践に成果を納めていられる友の
会（「婦人の友」愛読者グループ）のリーダーの好意で市内の「友の家」に「幼児生活団」を訪
ねて活動状況の見学と幼児の食生活指導について伺うことが出来た。
　その概要を次に記したい。毎月第3日曜日の午前9時50分までに保護者と登団，①はきもの・
帽子等の始末。②いす並べとその前に自分の整理箱を持って来てかばんの中の持ち物の整理をす
る。③二人ずつリーダーの前で出席表のシール張り。④歌と遊戯。⑤お話（当日はけんちゃんと
べた子ちゃん）⑥食事用意（手洗い・うがい・お絞りの用意・机並べ・座ぶとん並べ・食事運び
の手伝い等）⑦当日の昼食は11時45分頃から12時20分頃まで。隣の調理室でお母さん方が作られ
だその日の献立はランチ皿にのり巻き2個，とり足のつけ焼き，きゅうり・キャベヅ・ポテトの
サラダ，ひじき・にんじんのしょうゆ味の煮つけを盛iり，他に卵スープにすいかのおやつであっ
た。当日はとても暑い日であったためか，やや残し勝ち特ににんじんとサラダには抵抗が多かっ
たようであった。⑧食後は昼寝をするものと本を読むものと散歩に出る者にわかれた。
　当日の出席は在籍者9名中の8名であった。このように自分の子供とよその子供と比べながら
問題を見い出し，研究し実践し合うことのたいせつさを再認識した次第である。
　なおリーダーHさんの幼児食についてのお話は次の内容のものであった。
　①幼児の少食・偏食は生れつきの部分が多い。現左小学校3年の男児は離乳期のミルクぎら
いがひどくて苦労されたとのこと。無理に食べさせると吐いてしまう程。おつまみやきゅうりの
好きなその方も細いながら意外に元気なので余り神経質にならないように努めている。満3歳を
過ぎた幼児生活団のお嬢さんは生れた時から順調で苦労がなく安定した成長振りであった。
　②　乳児・幼児の感覚は鋭敏で繊細であるので，子供の生理に合せて食事の間隔や回数に留意
し，食品の組合せ，食べやすい調理，味付け，分量，食器の色や模様，盛付け，食事のふんいき
等に注意することが喫食の結果に大きく影響する。現在の団員9名もそれぞれ子供の個性と母親
の個性・家庭事情の違いはあるが，生理的・心理的配慮と集団による自我の自覚めによってバラ
ンスの取れたその時期にふさわしい食事を取るくふうをしているとのことであった。
　　D　対照的な育児態度の2例
　A家とB家は共通した条件の多い家庭である。A家の生活は子供中心である。子供の生理に合
せて生活が営まれており大人の生活で子供の生活のリズムに狂いが来ないように極力努めてい
る。食事時間・食事内容・おやつの与え方にも一貫性がある。子供の自ら生きる力を伸ばそうと
両親の協力体制は見事である。B家は子供の教育方針がやや不明確である。子供の言いなりに流
されやすい。両親の協力体制にもやや不充分さがある。生れつきばかりではなくこのことが喫食
状況にもかかわっているように考察される。A家の男児には虫歯はなく食欲が盛んで活動的であ
る。B家の男児には虫歯が多く少食・偏食の傾向が強い。
W　ま と め
　筆者が幼児の少食・偏食に関心を持ち始めてから久しいことになる。この課題の解明と解決策
の端緒を「園児の給食調査」から見い出したいと着手したのは48年4月である。第1回の調査は
48年5月であるから既に4か年を経過して当時の4歳児は現在小学校2年生に在籍をしている。
諸般の事情で研究は遅々として進まず，その方法も又研究とは名付けにくい程粗雑なものであ
る。しかしこれ迄に実施した調査や訪問等をつなぎ合せると一つのまとまりを得たように思う。
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次に着手しなければならない問題点も明確になったと考える。次にその要約を記したい。
　　1　子供は両親特に母親の影響を大きく受けるので，両親の健康・生活習慣・食事習慣等の向
上に努める必要がある。特に子供の心身の発達過程の理解に基く偏りのない児童観・育児観・育
児方針を明確にする必要がある。物資が豊かで外部からの刺激や働きかけの多い現在の生活環境
の中で一貫した育児方針を貫くことの困難さを痛切に感じる。特に女性の職場進出への必要と志
向の高い現在，核家族化の進行している家庭生活の中で，この重い責任を母親のみでは到底背負
い切ることは困難である。しかし何としても母親の影響は大きいので，母親は家族に育児方針を
徹底させ，協力体制を確立する努力をしなくてはならない。
　2　一人一人が個性的である。同じ環境と素質を受継いでいると考えられる兄弟・姉妹でもた
いへん違う場合が多い。その原因には不明確な部分が多い。少なくとも結婚から出産までの過程
をたいせつにして，生れつき健康な子供に生む努力をしなくてはならない。又個人差の原因と実
態については，一層研究を進める必要があるが，成長の一つの型に捕われないで個々の要求を理
解し判断できる能力がたいせつと考えられる。
　3　2との関連で乳・幼児の心身の発達過程の理解特に羽仁もと子氏が提唱された「子供自身
に与えられている自ら生きる力をたいせつにしたい」「母親がその生きる力を自覚していないと
しらずしらず自分の知識や感情で育ててしまい子供自らの生きる力を弱めてしまう」「子供がむ
つかる時はたしかに母親の取り扱いが自然の指示にはずれている時である。天然の法則にしたが
ってずんずんとたのしく成長していく助け手になりたい」は育児の最もたいせつな「かなめ」だ
一tt一ﾆ考えるb雑屠に追われがちな生活の中で子供の要求のうち受け入れるべきものと受け入れては
いけないものとの適切な判断をするために，母親の学習と子供の観察の時間をたいせつにしたい
ものである。
　4　乳児・幼児期はすべての基礎の築かれるたいせっな時期である。特に食生活の面では子供
の消化器の発達と食品及び栄養素の関連を考慮して幅広く段階的に食品の選択が行われ，それに
適した調理がなされるように栄養の知識と献立調理の技術を身につけて，食べやすくおいしく，
楽しく食べさせる能力がたいせつである。
　5　この時期に諸感覚が急激に発達をするので，特に味覚や美的感覚が豊かにはぐくまれるよ
うに，食品の取合せ，味付け，盛付け，食器の選択，食事環境を整えることには細心の注意を払
う必要がある。日本人のしこう教育・味覚教育のあり方を新しい問題として取上げる必要がある
と考えられる。
　6　集団給食の機会をたいせっにしたい。満3歳を過ぎて集団生活への志向が子供の中に芽生
えた時期に集団の中に入れることによって，自分と他人の自覚ができ，急速な進歩をして行く事
実から考えて，その機会をたいせつにする必要がある。特にその効果を上げるためには献立の計
画や調理，配食，食事環境，食事のマナーについての細心の注意と家庭の理解と協力体制作りが
たいせっである。特に集団における給食指導の位置付けと指導者の認識と意欲が重要と考えられ
る。
　7　最もよくないことは食べさせたい親の願いを先に立てて「食べなさい，食べなさい」と精
神的な圧力をかけることが「勉強しなさい，勉強しなさい」と学習意欲を失わせると同様にマイ
ナスに働くことである。食べなさいと言う前に「食べたくなるよう」に食事の間隔やおやつの与
え方，適度な運動・休息の調整等，子供の生活のリズムと食生活のリズム，更に家族の生活のリ
ズムとのかかわり合いをたいせつにして安定且積極的な喫食への条件作りのために英知を働かせ
なくてはならない。
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　8　幼い程子供の自然の要求に先手に対応できる母親自身の能力の修練の必要を更に感じた次
第である。
　以上省みてこれまでに一般的に認められていた基本的事項を「給食調査」「アンケート調査」
「訪問調査」を通して確認した結果となった。　しかし行動を通して学び得たことは力強く次の課
題も明確になり，これに取り組む心構えが出来たことを感謝している。
　園児の給食調査に初めから快く御理解と御協力・御助言を賜わりました新潟青陵幼稚園主事吉
原先生・学級担任前川先生に感謝申し上げます。又家庭訪問やアンケート調査に御協力いただい
た園児の御父兄，給食訪問に御協力いただいた小学校・保育園・幼児生活団の先生方に厚く御礼
を申し上げます。
参　考　文　献
武藤静子「母1生・乳幼児の栄養と食事」第一出版株式会社（1975）
河村洋二郎「食欲の科学」医歯薬出版株式会社（1973）
村松功雄「栄養の心理」三共出版株式会社（1956）
内藤寿七郎他「幼児期の食生活」医歯薬出版株式会社（1974）
女子栄養大学出版部「幼児の食物」　（1968）
（昭和51年11月20日）
